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近年，ロボット分野や人工知能分野では，研究開発さ
れた技術を基盤としたシステムを，日常生活の支援や安
全安心な社会実現や新しいサービスの提供等のために社
会実装を行う取り組みが盛んに進められている．ユーザ
がシステムの利活用，導入を検討する際には，想定する
使い方，サービスに関して充分な性能をもつものや比較
的優れた性能をもつものを客観的かつ容易に把握，確認
できることが重要となる．
一方，一般的にシステムは要素技術が統合されて構成，
構築されていることから，一口にシステムの性能といっ
ても，内在する要素，処理系の複合的な関与によって機
能するといえる．そのため，単純なスペック表等で判断
することが容易ではない場合がある．
このような背景から，システムのもつ機能の特徴を明

らかにするための性能評価法の開発が，現在各分野で進
められている．性能評価法の開発には，適切な設計・設定
を行うためのユーザを巻きこんだ議論，推進が不可欠で
あり，それが実現することで，活用ニーズを意識した，技
術の高度化すべき方向を模索していくことにもつながっ
ていくと考えられる．また，新しいシステムの性能が既
存システムの性能に対してどのような点で優位であるか
客観的に示すことにもつながり，開発した性能評価法が
システムの研究開発を行う対象作業やサービスだけでな
く，開発されたシステムのあらたな応用可能性を見出す
ための物差しとして機能することが期待できる．
ここで，システムの性能評価法は対象とするシステム
やアプリケーションによってさまざまな設計アプローチ
や扱うべき事項がある．本特集号では，ロボット分野や
人工知能分野の技術を基盤とするシステムの性能評価手
法についての具体的な取り組みについての話題を集め，
各取り組みのモチベーションや，設計のアプローチや考
え方，開発状況および動向，今後の展開等について広く

紹介する．具体的には，災害対応ロボット・ドローンの
標準性能試験法の現状および標準化活動，ロボットの社
会実装を目的としたロボット競技会における課題設定や
性能評価法，屋外ロボットおよび安全センサの性能評価
試験，自律型生活支援ロボットの安全開発ガイドライン
の取り組み，自動運転車の安全性評価と国際標準化など
さまざまな実世界で作業，動作を行うシステムの性能評
価に関する取り組みを紹介する．あわせて，事例紹介と
して，安全規格を活用したサービスロボットの開発支援，
自動化農業機械検査法を紹介する．
本特集により，システムや技術の研究開発や社会実装，
当該分野の技術動向に関心をもつ SICE会員が性能評価
法の考え方，開発動向について知る有益な機会になると
考えられるとともに，性能評価法開発に関心をもってい
ただく機会になると考える． （2023 年 1 月 30 日受付）
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